
 

面接（口頭試問含む）の概要 

表象文化学部日本語日本文学科 

表象文化学部日本語日本文学科の面接では、日本語による高度な理解力・説明力と、日

本語・日本文学・日本文化を学び、研究するうえで求められる資質・適応性（基礎学力

および論理的思考力、日本語・日本文学・日本文化の学びに対する関心・意欲、主体性

や協調性）を総合的に評価します。 

※面接（口頭試問を含む）はすべて日本語で実施します。 

※持参した資料の参照はできません。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

面接の構成（約 15 分） 

① 志望理由の確認 

志望理由書に基づき、日本語日本文学科を志望した動機、将来目標、日本語日本文学

への関心・意欲について確認します。 

 

② 口頭試問 

その場で提示する日本語の文章を音読してもらいます。また、その内容や文中の語句

について質問に答えてもらいます。 

 

③ 質疑応答 

日本語・日本文学・日本文化に対する理解や学習経験、日本語での読書経験、人物面

について質問します。 

 

※面接では、日常会話に加え、基礎的な専門内容について日本語で説明できる力が求め

られます。 

 


